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平
成
27
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
脳
神
経
外
科
セ
ン
タ
ー
を

含
め
い
ち
き
串
木
野
市
医
師
会
が
さ

ら
な
る
活
動
で
き
る
よ
う
に
御
協
力

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
で
も
4
月
か
ら
第
6
期
介
護

保
険
事
業
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
は
高
齢
化
率
は
30
％

を
越
え
、
平
成
37
年
に
は
37
・
7
％

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率

が
住
民
の
50
％
を
越
え
る
と
限
界
集

落
と
い
っ
て
暮
ら
し
の
共
同
体
を
維

持
で
き
な
く
な
る
そ
う
で
す
。
そ
の

事
に
対
し
10
年
後
へ
向
け
て
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め

事
業
計
画
を
立
て
創
造
し
て
い
く
委

員
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

１.�

住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者
を

互
い
に
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

２.�

健
や
か
で
生
き
が
い
に
満
ち
た

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
充
実

３.�

暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
支
援
と

住
ま
い
の
充
実

　

以
上
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は

医
師
会
員
に
よ
る
訪
問
診
療
、
訪
問

看
護
や
訪
問
リ
ハ
の
指
示
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
今
年
か
ら
待
つ
医

療
で
は
な
く
出
て
い
く
医
療
も
必
要

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
御
理
解
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

いちき串木野市
医師会会長

丸田  修士
いちき串木野市医師会立
脳神経外科センター
院長

下鶴  哲郎

新
年
を
迎
え
て

新
年
の
挨
拶

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
冷

夏
・
暖
冬
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
正
月
は
例
年
通
り
寒
く
、
院

長
に
な
っ
て
最
初
の
元
旦
に
は
雪
が

降
り
、
さ
ら
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
私
ど
も
の
病
院
は
、
昭
和

63
年
医
師
会
員
相
互
の
共
同
利
用
拠

点
病
院
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
救
急
医
療
へ
の
対

応
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数

年
で
病
院
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
と

も
に
成
長
し
変
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、
ｔ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
脳
梗

塞
治
療
と
脳
血
管
内
手
術
の
進
歩
で

す
。
救
急
医
療
に
お
い
て
は
、
運
ば

れ
て
数
時
間
で
診
断
か
ら
治
療
ま
で

行
う
集
中
医
療
を
す
す
ん
で
き
て
お

り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
よ
り

重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
心
房
細

動
に
よ
っ
て
血
栓
が
脳
に
飛
ぶ
脳
塞

栓
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
が
症
状

が
出
て
か
ら
4
・
5
時
間
以
内
に
ｔ

Ｐ
Ａ
（
血
栓
溶
解
剤
）
を
注
射
す
る

と
４
割
の
方
で
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
が

再
開
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
残
り
の
詰
ま
っ
た
ま
ま
の

方
も
新
し
い
血
栓
回
収
装
置
を
使
っ

て
血
管
内
手
術
で
通
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
カ
テ
ー

テ
ル
で
行
う
脳
血
管
内
手
術
が
頭
を

開
け
て
手
術
を
す
る
よ
り
多
く
な

り
、
約
３
０
０
人
近
く
治
療
を
う
け

て
お
ら
れ
、
低
侵
襲
で
あ
る
た
め
高

齢
者
に
向
い
て
い
ま
す
。
昨
年
、
手

術
に
使
う
脳
血
管
撮
影
装
置
を
高
精

細
の
４
ｋ
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
最
新
の

機
械
に
更
新
し
ま
し
た
の
で
、
今
後

さ
ら
に
最
先
端
の
医
療
を
取
り
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に

職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
増
え
た
こ
と

で
す
。
数
年
前
回
復
期
リ
ハ
病
棟
を

開
設
し
ま
し
た
が
、
特
に
増
員
し
た

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
威
力
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
肺
炎
・
骨

折
な
ど
の
合
併
症
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
退
院
す
る
患

者
の
８
割
近
く
が
在
宅
へ
復
帰
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
職
種
が
脳
疾
患
に

精
通
し
チ
ー
ム
で
医
療
を
行
う
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
の
生
活
能
力
が
向
上

し
在
宅
へ
移
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成
25
年
か
ら

は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の
在
宅
医
療

へ
の
橋
渡
し
と
し
て
、
か
か
り
つ
け

医
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
地
域

包
括
ケ
ア
に
参
加
し
て
こ
の
地
域
で

の
医
療
と
介
護
の
連
携
が
進
む
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
さ
く

ら
ネ
ッ
ト
も
始
め
て
お
り
、
将
来
こ

の
地
域
で
一
生
涯
の
患
者
一
人
一
人

の
カ
ル
テ
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
住
み

慣
れ
た
こ
の
地
で

安
心
か
つ
快
適
に

治
療
・
療
養
が
出

来
る
よ
う
充
実
し

た
医
療
と
ケ
ア
を

提
供
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
の

脳
卒
中
の
基
幹
病

院
と
し
て
、
邁
進

し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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5

ケース❷

糖尿病と共に生きる 第２回　～「糖尿病」と「がん」発生について～

さゆりクリニック　

丸田小百合先生

医療コラム

１）糖尿病の人は『がん』になりやすい。 ２）なぜ、糖尿病の人は『がん』になりやすいのか？

　

Ａ
さ
ん
は
、
渡
瀬
恒
彦
似
の
苦
み
走
っ
た
良
い
男

で
あ
る
。

　

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ　

７
・
６
～
７
・
８
％
。
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
薬
を
増
や
す

か
否
か
悩
ん
で
い
た
。

　

そ
の
一
方
で
は
、
温
泉
巡
り
が
好
き
で
、
近
く
の

温
泉
の
良
し
悪
し
を
講
義
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
あ
る
夕
方
、
血
糖
値
４
２
０
mg/dl　

Ａ
１
Ｃ　

９
・
２
％
と
い
う
結
果
が
出
た
。
身
体
に
変
化
は
無
い

か
と
聞
く
と
、
Ａ
さ
ん
「
特
に
変
わ
っ
た
事
は
無
い

け
ど
、
一
週
間
前
く
ら
い
か
ら
疲
れ
や
す
く
な
り
ま

し
た
」
と
。

　

数
日
後
、「
仕
事
に
穴
を
空
け
ら
れ
な
い
」
と
言
う

Ａ
さ
ん
を
何
と
か
説
得
し
て
、
総
合
病
院
へ
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、『
膵
臓
が
ん
』。
実
は
、『
膵
臓
が
ん
』
は
、

と
て
も
発
見
が
難
し
く
、
発
見
し
た
時
に
は
既
に
手

術
は
「
不
可
能
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。

　

最
近
で
は
、
抗
が
ん
剤
な
ど
治
療
が
大
変
改
善
さ
れ

て
い
る
。

　

糖
尿
病
の
人
は
、
糖
尿
病
で
な
い
人
と
比
較
す
る

と『
が
ん
』に
か
か
り
や
す
い
。
肝
臓
が
ん
、膵
臓
が
ん
、

大
腸
が
ん
な
ど
、
１
・
４
倍
以
上
の
発
生
率
で
あ
る
。

※�

40
歳
以
上
の
人
は
、
ぜ
ひ
年
１
回
は
全
身
の
検
診
、

が
ん
検
診
（
特
に
糖
尿
病
の
人
は
）
を
受
け
て
欲

し
い
。

３）科学的根拠に基づく「がん」検診

糖尿病だとなりやすい癌のリスク

肝臓癌

膵臓癌

大腸癌

全ての癌

1.97 倍

1.85 倍

1.4 倍

1.2 倍

（糖尿病でない人を「1」とした場合）

基準値「1」

リスク比 ※「高血糖」→「酸化ストレス増加」→「DNA損傷」→「発癌」

糖尿病高血糖癌（発生）

不規則な生活
生活習慣病

「がん検診」の種類 対象者 実施間隔 検査方法

胃がん 40歳以上の男女 年1回 問診および
胃部エックス線検査

子宮がん 20歳以上の女性 2年に1回 問診・視診・子宮頸部
の細胞診および内診

肺がん 40歳以上の男女 年1回 問診・胸部エックス線
検査および喀痰細胞診

乳腺がん 40歳以上の女性 2年に1回
問診・視診・触診および
乳房エックス線検査
（マンモグラフィ）

大腸がん 40歳以上の男女 年1回 問診および便潜血検査
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　地域医療機関との相互連携を一層密に、医療を必要とする患者さんのニーズに応え、
適切で切れ目のない医療提供の実現を目指しています。

医療法人

勝目眼科
医療法人あさひ会

金子病院
医療法人芳清会

串木野内科・循環器科京町内科・脳神経クリニック

院 　 長  ／  有川　清猛

住 　 所  ／  いちき串木野市中尾町 72
電 　 話  ／  0996-33-2211
診療時間  ／【月・火・水・金・土】
　　　　　　午前　9：00 ～ 13：00
　　　　　　午後　14：00 ～ 17：30
　　　　　　【木】
　　　　　　午前　9：00 ～ 13：00
　　　　　　午後休診
休 診 日  ／日、祝、木曜午後

院 　 長  ／  宮之原　正和

住 　 所  ／  いちき串木野市京町 43
電 　 話  ／  0996-32-2855
診療時間  ／【月・火・水・金・土】
　　　　　　午前　9：00 ～ 12：30
　　　　　　午後　14：00 ～ 18：00
　　　　　　【木】
　　　　　　午前　9：00 ～ 12：30
　　　　　　午後休診
休 診 日  ／日、祝、木曜午後

理 事 長  ／  勝目　紀一
住 　 所  ／  いちき串木野市元町 200 番地
電 　 話  ／  0996-32-2237
診療時間  ／【月・火・水・金】
　　　　　　 午前　9：00 ～ 12：00                   
　　　　　　 午後  14：00 ～ 18：00
　　　　　　【木・土】
                   午前　9：00 ～ 12：00 
　　　　　　 午後休診  
休 診 日  ／ 祝日、木・土曜午後

理 事 長  ／  金子　洋一
院 　 長  ／  松本　正隆
住 　 所  ／  いちき串木野市照島 6002 番地
電 　 話  ／  0996-33-0011
診療時間  ／【月・火・水・木・金】
　　　　　　 午前　9：00 ～ 12：30
　　　　　　 午後 14：00 ～ 18：00　　　　　　 
　　　　　　 ※午後は手術等で変動しますので、お電話にて
　　　　　　　　ご確認をお願い致します。

　　　　　　 【土】
　　　　　　 午前　9：00 ～ 12：30
休 診 日  ／ 土曜午後、日、祝

◆ 眼科 ◆ 外科・胃腸科・肛門科・呼吸器科・
　 放射線科・内科・リハビリテーション科

◆ 内科、循環器科、呼吸器内科◆ 内科・神経内科

　平成元年設立、ベッド数 19 床の有床診療所です。
　「継続は力なり」「暖かい心のこもった診療」をモッ
トーに院長をはじめ、スタッフ一同心掛けています。
　標榜科目でもあります循環器科の草分けとして地域
医療の最前線を担って 25 年経過いたしました。開院
当時はまだ循環器という名称は珍しく市民の方々にみ
られていたと思います。
　現在、介護保険分野では、グループホームさくら
の丘も立ち上げ、常勤医 1 名、非常勤医 3 名体制で、
心疾患を主に、内科一般に取り組んでおります。いち
き串木野市医師会の先生方はもとより、鹿児島大学病
院、鹿児島医療センター、鹿児島市立病院、川内市民
病院、済生会川内病院と幅広く連携し地域住民の健康
管理、治療に邁進する所存です。

　開院してから 11 年が経ちました。一般内科と神経
内科を中心に地域医療を行ってきました。
　当地には医師会立脳神経外科センターという急性期
脳神経疾患医療を行う施設がありますが当院はそのプ
ライマリーケアとなるべく役割、また急性期・慢性期
の医療を終えて在宅復帰された方の後方支援クリニッ
クの位置づけにあると考え日々診察を行っています。
　当院の主診療科は神経内科で脳卒中後遺症を中心
に、パーキンソン病、脊髄小脳変性症などの通院可能
な神経難病の方や頭痛、めまい、ふらつき、手足のし
びれ・脱力などの脳神経症状を有する方の診療を行っ
ています。
　その他、地元住民の方のかかりつけ医として生活習
慣病、感染症、健診、予防接種、往診に加え頸部・肩・
腰・上下肢の運動器異常に対して外来物理療法も取り
入れ地域の方の生活向上に役立つよう努めています。
　関連疾患、症状、各事項に対してお気軽に御相談く
ださい。

　当院は、串木野の元町商店街の一画にある開業して
67 年になる眼科です。
　昭和 22 年に先代の勝目三人が開院、わたくしが継
承して、昭和 55 年にコンタクトレンズ部と眼鏡部を
隣設し 35 年が過ぎました。
　その間平成 22 年に有床設備は休床し、現在は外来
診療のみ行っています。私達の日常は視覚に頼ってお
り、目のトラブルは思った以上に生活に支障をきたし
ます。普段から目のケアに注意し、異常を感じたらす
ぐに眼科医に相談することが大切です。
　当院では患者様のお一人お一人の体調や生活に配慮
した心のこもった診察を心掛けています。特に白内障
手術をはじめとして、内眼手術の必要な患者様は関連
病院と協力しながら対応するように心掛けております
ので、お気軽に御相談下さい。
　これからも地域の方々との触れ合いを大切に多くの
方々に親しまれるような診療所を目指して職員一同で
前進してまいります。

　当院は平成 4 年 11 月開院の病床数 44 床の急性期
病院です。乳腺・甲状腺および一般・消化器外科 ( 食
道・胃・大腸肛門・肝胆膵・ヘルニアなど ) を中心に
診療を行うとともに、救急医療や生活習慣病・感染症
治療、高齢者医療、一般健診などの地域に根差した診
療も数多く行っております。近年は従来の開腹手術に
加え、内視鏡を用いた侵襲の少ない腹腔鏡手術が増加
し、また種々のがんに対する化学療法やターミナルケ
アも充実させて地域完結型のがん診療を目指しており
ます。さらにいちき串木野市はもとより、鹿児島市、
日置市、薩摩川内市など多方面から紹介患者も増加し
ており、各医療機関とも一層の連携を深めているとこ
ろです。平成 11 年 9 月には鹿児島市荒田町に金子ク
リニック（乳腺・甲状腺専門）を開院しております。
　当院は日本外科学会、日本がん検診診断学会、日本
乳癌学会の施設認定を受けるとともに、日本外科学会、
日本消化器外科学会、日本消化器病学会、日本消化器
内視鏡学会などの各種専門医及び皮膚・排泄ケア ( 褥
瘡などの創傷管理やストーマなどの排泄管理 )、がん
化学療法の認定看護師が常勤し、より専門性の高い医
療を提供しております。

受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
午　　後 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
午　　後 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
午　　後 ○ ○ ○ × ○ × ×

受付時間 月 火 水 木 金 土 日
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
午　　後 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

診療案内 診療案内 診療案内診療案内

医師会会員病院紹介

次回の病院紹介はえんでん内科クリニック・いとう耳鼻咽喉科・市来内科・いちき串木野市医師会立脳神経外科センターです。おしらせ 67



専門職の仕
事言語聴覚士の仕事

食べる為のケアやリハビリ

いちき串木野市医師会立脳神経外科センター
リハビリテーション部
言語聴覚士主任
兼　摂食嚥下療法室リーダー　
尾崎  幸平

1、口から食べることの重要性

　口から食べることは生命活動に必要な栄養を摂る

ことに加えて、人生の質を良くする楽しみや生きる

力をもたらしてくれます。当院では、摂食嚥下療法

室を中心に、入院早期から、摂食嚥下障害の患者様

に対して、口腔ケアや食べ物を使わない摂食嚥下の

訓練 ( 間接嚥下訓練 ) を行い、安全に食べて健康に

回復して頂けるような支援 ( 直接嚥下訓練 ) を行っ

ています。

2、活動

①情報集約

平成 25 年度より、摂食嚥下訓練者リストを作成し、

ケア ･ リハビリをいつでも提供できるように努めて

います。

②業務改善

・食べ物を使わない摂食嚥下のリハビリ ( 間接嚥下

訓練 ) シートを作成し、シートをみながら誰でも

ケア ･ リハビリを行えるように努めています。

・定期的に食事の形態や段階の検討を行い、患者

様にとって食べやすい食事を提供できるようにし

ています。

 ③平成 26 年度院外活動

H26.4.28：多職種連携研修会 ( ライフハーバー

いちき ) に講師として出席

H26.7.26：南薩地区看護研修会に講師として出

席

H26.9.25：サルコぺニア ( 加齢による筋肉量の

低下 ) について他施設を交えての勉強会開催

H26.9.26：介護支援専門員研修会に講師として

出席

3、今後の取り組み

　現在、摂食嚥下について地域に向けた活動も積

極的に行っています。何か不明な点や食べる為の

ケアやリハビリについて聞きたいことがあれば、

いつでも、いちき串木野市医師会立脳神経外科セ

ンター摂食嚥下療法室担当までご相談下さい。ま

た、今後の取り組みとして、食べる為の検査 ･ 評

価といった外来や摂食嚥下訓練の為の期間を決め

た短期入院ができるよう整備していけたらと（私

個人としては）考えています。

　最後になりますが、食べる喜びは生きる喜びで

す。私たちが、口から食べる為のケアやリハビリ

をすることで、より多くの人が笑顔で食事を食べ

て頂けることが、私たちの喜びです。

　第２回摂食嚥下療法室の活動

発症から経口摂取までの流れ

いちき串木野市医師会立脳神経外科センター
食事形態と段階

ご飯・主食 ペースト粥 全粥 軟飯 米飯

おかず・副食 ペースト ソフト食 軟菜

トロミ
（お茶や汁物）

濃トロミ
（ジャム状）

薄トロミ
（ポタージュ状）

トロミ
なし

常菜

※軟菜・常菜のみ、1cm角切り、一口大に切れる→必要な場合は特記事項へ記載

平成26年10月現在

スプーン

食道

気管

お口の中の環境の改善

食生活の改善

生きる喜び 咀嚼（噛む）

むし歯・歯周病の治療と予防
誤嚥性肺炎の予防
ドライマウスの予防

口臭の除去
口内の爽快感

おいしいと感じる味覚を保つ
食欲が増進する

唾液の分泌量が増える
消化吸収がよくなる

あご、顔面、口腔内の機能を保つ
脳への刺激

身体機能の回復
食事が楽しくなる
人との会話が増え、
コミュニケーションが回復

体力が向上する
免疫力や抵抗力が向上する

〈口の中が清潔〉
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◇「地域包括ケア病床」とは、
　平成 26 年 10 月 1 日より 2 階病棟の 10 床を地域包括ケア病床として運用することになりました。
 　急性期疾患の治療後、自宅や施設へ退院するには不安のある患者様に対し、 在宅復帰に向けて診療、看護、 
リハビリテーションを行います。また、在宅療養中の患者様の入院が必要となった時、在宅医（かかりつけ医）
から依頼を受けて入院治療後、在宅復帰を支援します。
※ 該当病床に入室後は最長 60 日以内での退院が原則となります。
 

◇こういうことにお困りでないですか ? 
① ご自宅や施設等の療養中に発熱や怪我などで徐々に日常生活動作（ADL）が低下し、 褥瘡（床ずれ）などの医

療処置などが増え、「在宅療養継続のための栄養改善やリハビリテーションを考えたい ･･･。」
②  「ご自宅や施設等の療養中でむせ込み、誤嚥にて食事摂取量が減っており、口腔ケア等の食べる為のリハ

ビリテーションを受けたい ･･･。」 
③ 患者様が安心・安全・安楽な在宅生活を継続して行うため、介護者（ご家族）への介助・ 介護方法、教育

指導を受けたい ･･･。」  
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●ご意見・ご要望等ございましたら脳外科センター広報チーム宛までお願いします。●

地域包括ケア病床を開設しています！

地域包括ケア病床

在宅・施設等へ退院

急性期入院

か
か
り
つ
け
医

地域医療支援室：南新　受付時間／ 9：00 〜 17：00　☎ 0996-32-9999
まずは、ご相談ください。


